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編さん便り

千葉市史編さん担当では、明治以降の新聞記事から
千葉市域に関する記事をピックアップしてデータ入力
する作業を、ボランティアで行っていただいています。
小さな活字を追いながら、更にパソコンを使ってと、
作業していただいている方には、無茶なお願いばかり
で申し訳ないと思うことしきり。毎度頭が下がります。
いつものように入力作業をしていただいていたとこ
ろ、「この記事にある『禁酒運動』ってなんですか？」
との疑問が呈されました。この「禁酒運動」、実は当
時の新聞記事にはちょくちょく登場するのですが、
知っている方はどうやら多くはないようです。今回は、
この「禁酒運動」を実際の新聞記事をみながらご紹介
していきましょう（明治以降の新聞とボランティアさ
んの活動は、「編さん便り」６号でごく簡単に紹介し
ています。そちらもあわせてご覧ください）。
まず千葉県内の新聞事情を簡単におさえておきま

しょう。千葉県内で最初に新聞が誕生したのは明治 6
年（1873）のこと、木更津で発行された「木更津新聞」
が最初でした。当時、木更津には木更津県庁が置かれ、
上総国の政治の中心となっていました。「木更津新聞」
は、県報的な色彩が強い、政府及び県の宣伝・発表の
機関紙であったようです。翌年木更津県が廃止され、
千葉県が成立するのと同時に廃刊となっています。
県政の中心が千葉に移ると、そこから千葉にも次々
と新聞が誕生します。まずは「千葉県日誌」・「千葉新

聞輯録」などが発刊されましたが、どれも県報的な性
格の濃いものでした。ついで発刊された「千葉新報」は、
当時の新聞紙条例や讒謗律の影響から政治記事を掲載
することを避けていたため、比較的軟派な記事が多く、
県民に親しまれるというところまでは至りませんでし
た。
その後、新聞は政党の機関紙としての性格を強く帯
びるようになっていきます。そのトップを切ったのが
「総房共立新聞」で、明治 13年（1880）に国会期成
同盟会請願に本県代表者として署名した桜井静を主宰
として創刊されました（実際の発刊は翌年）。編集長
には「横浜新聞」の硬派記者西川通徹を招き、反藩閥
政府の立場を取る、かなり急進的な新聞でした。この
「総房共立新聞」が発行されたため、県は御用新聞の
必要性を痛感、「千葉公報」が発刊されます。しかし、
この新聞も次第に自由党系の反政府的な色彩を帯びて
いきました（二年後に紙名を「千葉新報」へ変更）。
その後政治問題を扱った記事により編集長が去り、「千
葉新報」は次第にその活動を縮小していきます。これ
にかわるのが、桜井静の政敵板倉中を中心として明治
21年（1888）に発刊された自由党系の新聞「東海新
聞」です。その後、非政友系の新聞として「新総房新
聞」が同 27年に発刊され、千葉県に二紙対立時代が
訪れます。現在ボランティアさんたちに主に作業して
いただいているのは、この「東海新聞」です。↙

１ 市史研究講座「千葉市の歴史を学ぶ」

定員 200 名。会場；千葉市民会館小ホール。

対象；千葉市に在住・在勤・在学の方。

全３回（1回２講演，各講演 80分）。

講演 1；13:30 ～ 14:50，講演 2；15:10 ～ 16:30 を予定。

＊市政だより（９月１日号）にて募集予定。

日程及び各回のテーマは以下の通りです。

第１回

9/21

（土）

１
千葉市の古墳（仮）

長原 亘先生（千葉市文化財調査協会）

２
古代の集落と鉄生産

小林信一先生（千葉県教育庁文化財課）

第２回

9/28

（土）

１
千葉市の街道と中世城郭（仮）

遠山成一先生（四街道高等学校教諭）

２
天保期の印旛沼堀割普請

小代 渉先生（柏書房編集部）

第３回

10/5

（土）

１

千葉町に正岡子規がやってきた

関 宏夫先生
（エコクラフト・風の教室主宰）

２

町長加藤久太郎と県知事有吉忠一

神山知徳先生
（昭和学院中学校・高等学校教諭）

２ 古文書講座

古文書解読初心者対象。テキストは江戸時代に書かれ

た古文書の複写。くずし字の基礎を学ぶ講義形式の講座。

全 5回。講師は小代渉先生（柏書房編集部）。日程は

6/1・6/29・8/3・8/31・9/7（何れも土曜日）。同じ内

容で午前・午後の部の２回に分けて開催します。

＊市政だより（５月１日号）にて募集予定。

なお、初級古文書講座お申し込みに際しましては、午前・
午後どちらかを選択のうえ、お申し込みください。

古文書に慣れ、ある程度読める方を対象。テキストは江

戸時代に書かれた古文書の複写。 全 5回。講師は後藤

雅知先生（立教大学文学部教授、千葉市史編集委員）。日

程未定（10月頃を予定）。

＊日程は市政だより・郷土博物館HP等でお知らせいたし

ます。古文書講座初級（各部）・中級とも定員は 40 名、

会場は千葉市立郷土博物館講座室です。

どの講座も往復葉書・電子申請でのお申し込みです。

住所 ･氏名 (ふりがな )･ 年齢 ･性別 ･電話番号を
明記のうえお申し込みください（葉書の場合、一枚につき

一人の応募）。電子申請の方法を含め、その他詳細は市政

だより・千葉市立郷土博物館HPにてご確認ください。

http://www.city.chiba.jp/edl/kyodo/kyodo_top.html

※申込み多数の場合、抽選となります。

平成25年度 千葉市史主催 講座のご案内

初級古文書講座

中級古文書講座

第 6回 高梨美津と私立千葉産婆学校

高梨美津は、安政5年（1858）安房郡佐久間村（現鋸南町）

の医師高梨安節の娘として生まれました。平
へぐり

群村（現南房

総市）の高梨文策に嫁ぎましたが、夫が急逝したため実家

に戻ります。その後、上京して東京府病院で産婆学を学び

ました。

卒業後、産婆の開業免状を取得した美津は、明治 18年

（1885）千葉市原産婆講習所を開設、同20年に産婆授業所、

その翌年には私立千葉産婆学校と改めました。これは、千

葉県下で最初の産婆学校といわれています。明治 22年に

は校舎を千葉町長洲（現中央区長洲）に新築し、盛大な開

校式を行いました。

当時、校主である美津の産婆術は高く評価されており、

県立千葉病院から産科・婦人科の専門医を招いて学校での

教育内容も充実させていました。また、卒業者には無試験

で開業許可が与えられていたため、関東各地から入学希望

者が殺到したということです。

美津が産婆を志したのは、自分自身も難産で子を失い非

常に苦しんだ経験から、産婆の必要性を強く感じ、「世の

難産者を救いたい」と思ったためでした。いつの時代も出

産は命がけのものですが、「棺桶に片足を入れて産む」と

いうことわざがあるほど、明治期の出産は妊産婦死亡率が

非常に高かったのです。明治後期からは、近代的教育を受

けた「新産婆」が増えたことも一因となって、妊産婦の死

亡率は徐々に減っていきました。明治・大正期の千葉県に

おいて、美津は「新産婆」の養成に大きく貢献していたと

いえるでしょう。

大正 11 年（1922）に美津が亡くなった後、美津の養

女となっていた姪の高梨ちせが学校を受け継ぎ、昭和 18

年（1943）に閉鎖を迎えるまで多くの産婆を養成しました。

＊参考文献 『千葉県の歴史 通史編 近現代１』（千葉県、

2002 年）ほか

この千葉の地にも古代人は住んでいた。
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

考えれば当
たり前の事なのですが、私の漠然とした知識は、九州
の吉野ヶ里や大和朝廷であって、千葉の各地にある貝
塚を見てはいても、千葉の古代に人が住んでいた事と
はかけ離れて考えていたようです。ですからこの講座
も、千葉の地とは関わりのない従来の知識をなぞるも
のだと思っていました。ところが、予想が見事に外れ、
全講座３時間近くを飽くことがありませんでした。
受講した講座のひとつめは、千葉の各地にある遺跡

貝塚から発掘された人骨から考察した、縄文人の死生
観。風土的に日本では人骨が地中に残りにくいと聞い
ていましたが、この千葉にこれほど多くの人骨が残さ
れていることにまず驚き、現代にも通じる死に対する

古代、それも「千葉に住んだ縄文人」の感情行動を
興味深く聞くことができました。
二つめの講座は少し時代が下がり、十世紀前後の市

原市稲荷台遺跡について。千葉氏の妙見信仰にも繋が
る北斗七星をかたどる遺跡が、生活圏の身近にあるこ
とに軽い鳥肌がたち、発掘された土器に読み取れる文
字、日付も様々な想像をかりたてられました。
写真図面など豊富な資料が配付され、全くの予備知

識のない参加でしたが、講演内容を容易に理解するこ
とが出来ましたし、何より我が住まう地、千葉への好
奇心をかきたててくれました。
講座は、時代を追って２回３回と続きましたが、都

合がつかずその後参加できなかったのは残念でした。
けれど、この１回だけの受講でも充分好奇心と知識欲
を満たせてくれました。（H24年度受講者 菅伸子氏）

千葉市史研究講座に参加して市民
の声



る娼妓、芸妓、酌婦等が其の風俗の甚た悪しきことを
痛論」したとし「二百余人の聴衆」が大いに感動した
と記事にあります（特に日本キリスト教婦人矯風会の
活動では、日本の実情に合わせた幅広い矯風運動のた
め、廃娼運動も一緒に行われていました）。22年段階
では「当時流行の廃娼論に付ては先づ第一に飲酒を禁
じて然る後に娼妓に及ほすべし」とされていました。
肝心要の禁酒の演説はどうだったのか？という疑問は
残りますが、200 人以上の聴衆が集まったことから、
人々の関心の高さがうかがえます。
そうしたなか、明治 26 年 10 月にはついに千葉町

↘さて、話を「禁酒運動」へ戻していきましょう。
江戸時代、酒造は原則的に「株」によって新規参

入と製造量を規制されていました。それが明治 4年
（1871）に新規免許料十両と免許税五両、販売額の五
分に相当する酒税を支払えば、理論上誰でも自由に清
酒が造れることになりました。このため清酒の供給量
は恐らく増加し、飲酒量も増えていったことは想像に
難くありません。
そうしたなかおこった「禁酒運動」ですが、おおも
とにあるのは一般的にはキリスト教（プロテスタント）
の布教活動です。アメリカでは 19世紀初頭に禁酒会
が組織され、比較的富裕な信者を中心に禁酒運動が展
開されました。彼らは開港後の日本にも布教目的で訪
れますが、教義を正しく理解されず、知識人層の自己
表現を満足させるために利用されたため、一般民衆か
らの反発を受け、布教に失敗してしまいます。そこで
彼らは布教方法を禁酒運動やその他の社会事業に切り
替え、禁酒をするためにはキリスト教に入信しなけれ
ばならない、あるいは社会事業の担い手こそがキリス
ト教であると強調することによって、一般民衆への浸
透を図ったのです。これが、日本における禁酒運動の
前提となります。もちろん、そうした教会側からの押
しつけだけが禁酒運動へつながるわけではなく、明治
時代の新聞を繰っていくと飲酒による事故や事件など
は枚挙に暇がありません。そうした記事を受けて、人々
の関心が高まっていたのは事実でしょう。
明治 23 年（1890）頃には、禁酒会の数は全国で

100 以上にもなっていました。最大のものは京都に
本部をおく「反省会」で約 2万人。千葉県にも「北
総禁酒会」があり、明治 24年（1891）
には 1400 人弱もの会員がいたよう
です。北総禁酒会は非宗教系の団体
でしたが、仏教も世間の関心の高さ
を受けて禁酒運動を開始しています
（先に挙げた「反省会」は西本願寺を
母体としていました）。江戸時代には
「宗門人別帳」を使って戸籍が管理さ
れていたため、仏教はとても身近な
存在でした。その仏教が禁酒運動を
推し進めたことで、悲しいかな、全
国的に「飲酒は悪徳」的な風潮が生
まれていく結果となりました。
北総禁酒会は、明治 21年（1888）、
印旛郡中根村（現印西市）において

禁酒運動創立相談会が開かれ、下埴生矯風会と合同し
て結成された組織です。「飲酒を禁廃し且つ飲酒に随
伴する諸般の害悪を除去し以て人類の健康を保全し社
会風俗の腐敗を防」ぎ、「各種の禁酒主義を一大旗幟
の下に相同盟し、相合従し、以て大日本禁酒会を組織
するの必要なるを唱導」することを目的としていまし
た。各地で講演会を開いて会員を募り、千葉にも支部
が置かれています。翌年には機関誌『光』を創刊、着
実に会員数を増やし、その活動はアメリカの雑誌『ユ
ニオン・シグナル』に紹介されました。
では、実際の新聞記事をいくつか見ていきましょう。
下の記事は、明治 22 年 3月 24 日に掲載された北総
禁酒会の機関誌『光』の広告です。「禁酒矯風の光輝
き出たり」とのあおり文句とともに、第一号の内容、
定価、千葉町立真会社により販売がされることなどが
書かれています。執筆者には法学士や医科大学生など
の肩書きがあり、いわゆる知識人層が禁酒会の中心だ
と推測できます。その広告のすぐ隣に葡萄酒の広告が
あることが、ちょっと面白いところでしょうか。葡萄
酒はキリスト教では特別なものなので、他のお酒同様
「禁酒」の対象となるのかはわかりませんが、広告の
中に「養生ニ大効アル薬品ヲ加ヘタル者ニシテ」「身
体ヲ健康ニ」するものだという文句があり、害となる
ものではないことをアピールしています。江戸時代、
「養生」という言葉がよく用いられていましたが、こ
れは「身をよく保つこと」を目的とした考え方です。
明治以降は「健康」という言葉へと変わっていきます
が、これは「体を強くすること」、積極的な努力を通
して健康を達成しようとするものでした。ここでは葡

萄酒がこの両方を達成できるものだと訴えかけている
わけです（他の広告では薬舗が泡盛や葡萄酒の広告を
打っていることも）。あるいは禁酒会機関誌の隣にあ
ることで、相乗効果が狙えたものかもしれません。
機関誌『光』の発刊はどうやら順調だったようで、

明治 23年 1月の記事には「一千余部づゝも発兌なし
其勢中々に盛んなる耀き」であり、「尚その光りを発
せしめん為め東京にて発行する津田仙氏の日の丸と合
併の目論見あり」とあります。のち、同 25年 3月 8
日に本町の千初座というところでこの津田仙一行が禁
酒演説会を行いました。ここでは「専ら本県下に於け

に「千葉県矯風禁酒会」の設置をしたいと千葉警察署
への届け出がありました。このとき、中心となったの
は犢橋村の長岡義雄及び千葉町の鈴木伊三郎（「小学
新誌」発行人）でした。明治 42年に発行された『房
総人名辞書』によれば、長岡義雄は「地方屈指の富豪」
で東京で法学を学んだ後、明治 24年以降養蚕に着手、
養豚や養蚕をはじめとして千葉県内の農業に大いに貢
献した人物であると記されています。つまり、アメリ
カでの禁酒運動同様、富裕層であり、かつ知識人とし
て地元の崇敬を集める人物であったわけです。広告に
は多額のお金を投じて「大一番の幻灯器械」を購入し
たとあり、並々ならぬ熱意が感じられます。
結局、成年者の禁酒という目的は達成出来なかった
ものの、大正 11年（1922）には「未成年者飲酒禁止法」
の制定をみるなど、禁酒運動自体はそれなりの成果を
あげたともいえます。当初は宗教の影響を強く受けつ
つも教育・健康上の問題を根拠にして展開された禁酒
運動ですが、日清・日露戦争による増税により庶民の
生活が悪化すると、貧困問題に対する考え方へとシフ
トしていきました。最近でも「第三のビール」の売れ
行き増加は記憶に新しいところ。ここでも似たような
構図をみることができます。
明治の新聞の薬舗の出した酒の広告から「酒は百薬
の長」と言ってみたいのは、酒飲みの酒を飲むための
言い訳でしかないかもしれませんが、「万町報」で歌
人与謝野晶子が禁酒運動の賛否について回答した記事
にあるように、飲酒の嗜好がある者に対し過度に禁酒
を促しても逆効果です。晶子曰く度を超せば何事にも
害があるもので、禁酒（節酒）も飲酒もほどほどにし
ておくのが精神衛生上良いのでしょう。いずれにせよ
「禁酒運動」盛んなりし頃に生きていなくてよかった
…という方も少なくないのではないでしょうか。

＊本稿は『千葉県の歴史 資料編 近現代７（社会・教育・
文化１）』（千葉県、1998）ほかを参照して作成しました。（M220324 の『光』と葡萄酒の広告）

（M230128 の記事）

（M230128 の記事）

（M261003 矯風禁酒会設置の申請・M261004 千葉県矯風禁酒会の広告）


